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Cs の森林土壌中移動におけるコロイドの寄与 

下川諒,米田稔,島田洋子(京都大学工学研究科都市環境工学専攻), 

颯田尚哉(岩手大学農学部),菅原大輔(岩手大学農学部附属寒冷フィールド教育

研究センター) 

 

2011 年 3 月 11 日の福島第一原子力発電所の事故により大量の Cs-137 が森林地域を含む

環境中に拡散した。Cs-137 は半減期が約 30 年で土壌中のフレイドエッジサイト(FES)に

強く吸着し、長期にわたり森林生態系中に滞留することが予想される。森林地域から生活

圏へ流出する放射性物質は非常に少ないと考えられるが、森林生態系内の動植物や林業に

大きな影響を及ぼす可能性がある。森林地域は広大で生活圏を優先的に除染されている

が、今後効率的な除染を進めていくにあたり森林土壌中における事故後の放射性 Cs の動

態を明らかにしていくことが必要とされている。また、既往の研究により Cs が土壌コロ

イドに吸着したコロイド粒子態 Cs となって土壌中を浸透移動している可能性が示唆され

ている。 

そこで本研究は、Cs の森林土壌中移動における土壌コロイドの寄与を、土壌サンプルと

Cs の安定性同位体を用いたカラム実験により検討した。まず土壌コロイドを作成し、こ

れに Cs を吸着させたコロイド粒子態 Cs と溶存態である Cs イオンとを含む溶液を作成し

カラム実験を行った結果、森林土壌 10 g に含まれるコロイド粒子に対し Cs イオンが 10 

ng 程度吸着されることが明らかになった。また、Cs が森林土壌中を移動するとき、土壌

コロイドに含まれる FES で十分吸着可能な量であれば、多くの Cs イオンが土壌コロイド

粒子に吸着し、コロイド粒子態 Cs となって土壌中を移動していることが明らかになっ

た。また、コロイド粒子態 Cs は凝集反応や詰まりなどにより不均一に流出すること、急

流水によって運ばれた Cs イオン は浸出し、緩流水によって運ばれた Cs イオンは土壌

に吸着することが明らかになった。 

今後は、コロイド粒子態 Cs のみを含む溶液、Cs イオンのみを含む溶液でそれぞれカラ

ム実験を行ってより正確にコロイドの寄与を考慮した Cs の土壌中移動のメカニズムを解

明する必要がある。さらに、より実際の環境に近い条件で Cs の森林土壌中移動における

土壌コロイドの寄与を明らかにしていくことがこの研究の最終目標である。 
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